
 

「
消
防
団
応
援
店
」

ス
タ
ー
ト
！ 

 
消
防
団
で
は
、
団
員
の
確
保 

や
福
利
厚
生
を
目
的
に
、
団
員

へ
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供

い
た
だ
く
「
消
防
団
応
援
店
」

事
業
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
度
、
次
の
１５
の
地

元
商
店
さ
ん
等
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

 

「
消
防
団
応
援
店
」事
業
は
、

ご
協
力
い
た
だ
く
お
店
の
イ
チ

押
し
サ
ー
ビ
ス
を
団
員
へ
ご
提

供
い
た
だ
く
こ
と
で
団
員
へ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
を
発
信
す
る
こ

と
で
、
人
（
団
員
）
と
お
店
を

つ
な
げ
て
い
く
も
の
で
す
。 

            

 

今
後
も
ご
協
力
い
た
だ
け
る

「
応
援
店
」
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
消
防
団
応
援
店
】 

 

〇
か
つ
ぜ
ん
（
郷
之
口
池
ノ
首
） 

〇
魚
よ
し
（
立
川
平
岡
） 

〇
火
の
國
屋
（
荒
木
大
地
） 

〇
多
和
楽
（
荒
木
前
川
原
） 

〇
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ 

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｂ
Ａ
Ｒ 

 

 
 
 
 
 

Ｎ° 

（
荒
木
前
川
原
） 

〇
赤
の
れ
ん
（
荒
木
西
出
） 

〇
新
立
麺
館
（
立
川
立
川
） 

〇
天
下
一
品 

宇
治
田
原
店 

 
 
 
 
 
 

（
南
亥
子
） 

〇
ぴ
か
る
（
立
川
立
川
） 

〇
山
利
呉
服
店
（
岩
山
畠
田
） 

〇
大
辻
百
貨
店
（
南
岡
之
薮
） 

〇
田
中
酒
店
（
郷
之
口
本
町
） 

〇
宇
治
田
原
町
商
業
振
興
協

同
組
合
（
Ｕ
Ｐ
カ
ー
ド
会
） 

〇
炭
焼
や
き
と
り
一
番 

東
福
寺
駅
前
店
（
京
都
市
）

〇
Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｏ
ｐ  

Ｃ
ｌ
ａ
ｉ
ｒ
（
宇
治
市
） 

 

[

以
上
、敬
称
略
・
順
不
同] 

 

 

  

        

            

 

「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」と
は
、

小
型
ポ
ン
プ
を
用
い
て
４
人
１

組
で
行
う
も
の
で
、
消
防
用
機

械
器
具
の
取
扱
い
方
法
の
向
上

や
安
全
・
確
実
で
迅
速
な
動
き

の
習
得
を
図
る
消
火
活
動
の
基

本
と
な
る
訓
練
で
す
。 

 

今
年
は
、２
年
に
一
度
の「
京

都
府
消
防
操
法
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

大
会
に
は
、
京
都
府
内
各
消

防
団
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
２２
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
操

法
の
部
に
１１
チ
ー
ム
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
、
本
町
消
防
団
か
ら

は
第
１
分
団
第
１
部
南
支
部

（
部
長
＝
森
田
芳
紀
）
が
出
場

し
ま
す
。 

 

大
会
で
の
栄
冠
を
目
指
し
、

選
手
は
も
と
よ
り
、
消
防
団
本

部
役
員
・
操
法
指
導
員
を
は
じ

め
団
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
約

２
カ
月
間
の
訓
練
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。 

  

              
 
 

府
大
会
は
、
７
月
３１
日
（
日
）

（
荒
天
等
の
場
合
は
８
月
７
日

に
順
延
）
朝
９
時
３０
分
か
ら
京

都
府
立
丹
波
自
然
運
動
公
園

（
船
井
郡
京
丹
波
町
）
で
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
声
援
・
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

操
法
選
手
紹
介 

第
１
分
団
第
１
部
（
南
） 

指
揮
者  

大 

谷 

英 

明 

   

    

１
番
員 

 

上 

野 

翔 

三 

     

 

                   ２
番
員 

 

西 

川 

泰 

紀 

    

   

３
番
員 

 

大 

嶋 

宏 

明 
 

    

   補
助
員  

谷 

口 

重 
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消防団では、まちの安心・安全 

のため、ともに活動する仲間を募集 

しています。 

 

「消防団に入ってまちのため 

に何かをしたい」 

「消防団に入って、自分たちの 

まちを自分たちで守りたい」 

 

と思っておられる１８歳以上の 

男性（在住・在勤者）であれば、 

どなたでも入団できます。 

 

ぜひ一緒に活動してみませんか！！ 

 
 

問 役場総務部総務課（☎88-6631） 

 

１）6/17 消防学校一日入校 

 

２）7/3 京都府消防協会綴喜支部 

消防操法合同訓練 

１ ２ 


